
～有形・無形文化財×デジタル技術の可能性～

土佐の歴史文化を
「守る・伝える・生かす」

地域に受け継がれてきた歴史文化を、デジタル技術で未来へ。
文化財の保存・継承・活用の新たな可能性を、地域・行政・大学とともに考えます。

高知県立大学 企画調整課(永国寺)　TEL：088-821-7125問い合わせ先

令和８年度第２回高知県立大学地域共生学研究機構シンポジウム

プ
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ファシリテーター

第１部
13：30～14：55

「歴史文化を通じたまちづくり」
プロジェクト活動成果報告

「身体」の文化をデジタルでつなぐ
高徳　 希 （高知県立大学 地域共生学研究機構 准教授）

発
表
１

デジタルアーカイブの現状と事例紹介
根本 大志 （高知県立大学 総合情報研究センター  講師）

発
表
２

第 2 部
15：00～16：00

地域からの事例紹介と
パネルディスカッション

山﨑 昌宏 氏（高知県歴史文化財課 課長）
田中 勝幸 氏（津野町教育委員会 学芸員）
有光 新五 氏（赤野獅子舞保存会 代表）
高徳 　希 准教授
根本 大志 講師

宇都宮 千穂（高知県立大学 地域共生学研究機構 副機構長）

■ 来場者用の駐車スペースはございません。公共交通機関等をご利用ください。
■ 台風等天候状況によっては、開催方法を変更する場合があります。
　 その場合は開催日前日の 17 時までにホームページに掲載いたしますので必ずご確認ください。 
■ ＜その他について＞ 　 
　 1. ご来場にあたり、配慮やサポートが必要な方は事前にお問い合わせください。
　 2. 室内では水分補給以外の飲食はご遠慮ください。

高知県立大学 永国寺キャンパスA101
（高知市永国寺町2-22）

広く一般の方
各地域の民俗芸能保存に関わる方々、学生などにおススメ

二次元コードよりお申込みください
シンポジウムの詳細やお申込みは、
ホームページをご覧ください
https://www.u-kochi.ac.jp/site/re-design/
symposium-20261128.html

令和８年

11.28 13：30～16：00
（受付 13：00～）土

会 場

対 象

申 込

参加費
無料

＜ 主 催 ＞ 高知県立大学　地域共生学研究機構　
＜ 共 催 ＞ 高知県文化遺産総合活用推進委員会
＜ 後 援 ＞ NHK高知放送局、高知新聞社、RKC高知放送、
　　　　　公益財団法人 高知県文化財団、高知県立高知城歴史博物館


